
s S式回転型横断面撮影装置

X線断面写実の診断学上必重要なζとは今�云々すべきζとではありませんが、 人体各郵

の積断面像は金〈新しいX線鯵臨時の分野を拓きつつあります。

X線機断面写真とは人体を輪切りにして， その切口を�すX線写真でその輪切の方向も

人体制1.：：直角から30
・
迄任意Ir選ぶ乙とができます。

人体事自に平行な断面織と撮影した在来のX線断面撮影装置が， 診断学上で新しい分野を

拓いたととし X線機臨時前撮影事長償も大いに医学Ir貢献するものと期待きれております。

図のFli.X線t:f焦点， Oは被写体の回転中心， Fは7 休の回転I(つれて移動するが， フ ィルム面と平行な断商

イルムの回転中心で今X.1華街焦点FからX線を放射しな OP上の各点のみは，験Pを恥ふとして疋し〈円運動し7

がら， 被写体及びフィルムを各々回転舶を中心として悶

一速度で図鉱すると被写体中の阪商 OP の像がフイ山ム

11:飽録され否。Cの際主主写体の回転中心事臨Oとフィルム

回転中心舶Pとはsit行で． 焦点Fの位継は各舶の中心点

を高音ぷ直線上になければならない。

今フイJνムが水平におかれた場合について考えると，

回転する敏写体内の各点の’E像はフィルムの伎鑑で彼等 。 岸警警議






